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議題1のテーマ「これからの自然科学系研究者にとって、市民意識を捉えることは重要か。
そもそも、市民意識は捉えられるのか。」という問いについて、お考えをお示しください。

研究成果の社会での受容を望み、国家などからの研究への支援を望む
のであれば、市民意識を一定程度捉えておくことは必要であろう。ただ
し市民意識を捉えることは、市民意識に完全に合致する方向性を取るこ
とは意味せず、場合によっては、市民意識を把握したうえで無視して差
し支えないとの判断を下す場合もありうる。特に外交や安全保障等にお
いて第二次大戦後特殊な環境に置かれてきた日本では、特定の事項に対
して、やや特異的な、場合によっては議論することに拘泥せず無視する
のが適切であると思われる了解が成立している場合がある点に注意する
必要があろう。
「市民」が何を指すのかが問題であるが、市民意識を捉えることは容

易ではない。媒体によって特定の傾向があり、市民意識全体の把握は難
しいように思われる。市民一般というよりは、他分野の有識者などとあ
る程度の時間と労力をかけて交流を図るほうが有益であろうとも考えら
れる。
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